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セル」・「神 井斗 (ge hada)J 形の使役文と， Iサス」・「叶(i) J 形の使役動詞との相違点を様々な観点から分析し
た。また，他動詞文との関係についても分析を行い，使役動詞文が他動詞文と間接使役の中間的なところに位置しな
がら，統語的にも意味的にも固有の役割を表す文法カテゴリーであることを提示した。第 7 章では， <間接使役〉を






























論文の構成は，先ず意味論的に「再帰」のカテゴリーを検討して，基本的に再帰性を表す「再帰動詞J cr着る J ，
rc水・シャワーを)浴びる J r座る J r うなずく」等)，他動詞がヲ格補語もしくはニ格補語に身体名詞または動作主
と所有関係にあるものを取った「再帰用法J cr汗を拭く J r足を滑らせるJ r顔を赤らめる J r口をつぐむJ rc 自分の
考えを)口にする J r... を手に取る」等)を認めるo 次にこれらの構文が持つ再帰性と，使役文，受動文，中間態，
自発文等との関係を検討し，最後に再帰性とアスペクトとの関係に及んでいる。
本論文では，再帰性を，動作主を中心とする求心的運動と，対格補語が動作主と「所有関係」を持つという所有性
によって特徴づける D そして，動作の「可視性J， r接触性J ， r結果性J という素性を設定し， これらの素性の組合わ
せにより再帰用法を階層的に分類する o その際，これまで扱われることのなかった，ニ格補語の性質により再帰性が
実現する与格型再帰用法をも取り込んだ。
次に，再帰性と使役文との関係を見て，本論文で規定した再帰性を表す動詞からは直接使役を表す「サス J r ? J 
型の使役動詞が規則的に派生されるが，再帰性を表さない動詞からは間接使役しかないことを日・韓両言語に渡って
論証している。(着る→着せる，着させる:捨てる→×捨てさす，捨てさせる)
また直接受動文が成立しない場合に関して， これまでの他動性による観点からの説明に替えて，再帰性を表す場合
に直接受動文が成立しないと論じる。(食べる→×太郎によってご飯が食べられる)
その他，再帰性と韓国語の中間用法，自発態との関係，自・他動詞の対と再帰性との関係などを検討して，興味深
い事実を指摘している。
最後に， 日本語学での再帰の研究で一般に結果残存がよく問題にされることとも関連して，再帰性とアスペクトと
の関係を概観して論文は終わっている。
本論文で規定された再帰性は，従来の日本語学での規定よりも広い範囲をカヴァーするものであり，基本的には
「食べる J r行く」等の有生主語自動詞をも含んでいる。このような再帰性の範囲毒化に対しては，異なった立場から異
論を立てることも可能ではあるが，本論文では明快な基準によって再帰性を定義した後は，首尾一貫した立場が貫か
れており，様々な統語現象と再帰性との関係も，豊富な実例によって説得的に展開されている o
本論文で立てられた再帰性が真に汎言語的なカテゴリーとして有効かどうかは，さらにマーカーを持った言語との
? ???
比較などを通して今後さらに検討して行かなければならないが，本論文は日・韓両言語の再帰性に関しては完結した
研究であり，再帰性ひいてはヴォイスの研究に対する刺激的な貢献と言うことができる。
以上により，本論文を言語文化学博士の学位請求論文として十分な価値を有するものと判定する。
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